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かけがえのない水を生む
源流の自然を愛し、源流を守り、育てる人です

集い、話し、遊び、学び、考え、触れ、交流し、
参加し、喜びを分かち合いながら、
源流を守り、育ててゆこうとする会です

郵便振替 00940-1-331163

個人
家族

2,000円
3,000円

学生
団体

1,000円
10,000円

水源地の森守募金
にご協力ください

もりもり

郵便振替 「水源地の森守募金」あて00950-2-331164

年会費

源流人
会とは

ともに源流学
を楽しみ学ぶ仲

間

を紹介ください

源流人
とは

ありがとうございました。
平成25年度、153,835円の森守募金をお預かりしました。
奈良県内すべてと、和歌山県内の紀の川流域市町村の小学

4年生全員に配布した教材印刷費や源流域での
斜面崩壊対策費用にあてさせていただきました。
今後ともご支援をよろしくお願いします。
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ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
か
ら
源
流
人
会

や
源
流
学
の
森
づ
く
り
に
参
加
し
た
い
人
を
対

象
に
し
た
見
学
会
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

源
流
学
の
森
づ
く
り
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
森
は
、
20
年
ほ
ど
前
に
伐
採
さ
れ
、
再
生
し

つ
つ
あ
る
天
然
林
（
二
次
林
）
で
す
。
川
上
村

に
は
、
他
に
、
手
つ
か
ず
の
原
生
林
「
吉
野

川
源
流
－
水
源
地
の
森
」
や
、

吉
野
林
業
５
０
０
余
年
の
技

を
今
に
伝
え
る
人
工
林
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
３
つ
の
森
林

を
見
な
が
ら
、
日
本
の
森
、

世
界
の
森
の
問
題
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

　

森
林
に
つ
い
て
の
数
字
を

い
く
つ
か
書
き
出
し
て
み
ま

す
。
地
球
全
体
の
陸
の
面
積
の
う
ち
約
30
％

が
森
林
で
す
。
日
本
の
面
積
の
う
ち
約
67
％
が

森
林
で
す
。
世
界
か
ら
森
林
が
減
る
速
さ
は
１

時
間
に
東
京
ド
ー
ム
お
よ
そ
１
７
８
個
分
で

す
。
日
本
の
木
材
自
給
率
は
約
20
％
で
す
。
森

林
の
多
面
的
・
公
益
的
な

機
能
、
例
え
ば
、
木
材
の

生
産
、
水
源
の
涵か
ん
よ
う養
、
土

砂
流
出
の
防
止
、
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
、
野
生
生
物

の
保
全
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
場
の
提
供
な
ど
を
貨

幣
換
算
し
た
場
合
、
平
成

13
年
日
本
学
術
会
議
の
答

申
に
よ
る
と
、
約
70
兆
円

に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
だ

け
で
も
な
ん
と
な
く
問
題

が
見
え
て
く
る
よ
う
な
、

こ
な
い
よ
う
な
…
と
い
っ

た
内
容
が
書
か
れ
た
森
と

水
の
源
流
館
作
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
っ
た
の
で
す

が
、
小
雨
交
じ
り
の
た
め
、

い
っ
た
ん
片

付
け
て
い
た

だ
き
、
ま
ず

は
原
生
林
と

伐
採
さ
れ
た

森
、
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
始
ま

る
川
の
合
流

点
に
立
ち
ま

し
た
。
一
方

は
大
き
な
岩

が
重
な
り
合

い
、
も
う
一

方
は
石
こ
ろ

が
積
み
上
が

り
、
川
原
の
様
子
の
違
い
は
一
目
瞭
然
で
す
。

伐
採
さ
れ
た
森
の
方
に
は
、
斜
面
が
崩
壊
し
た

箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
理

由
が
う
か
が
え
ま
す
。 

　

色
々
な
森
を
色
々
な
角
度
か
ら
見
て
気
づ
い

た
こ
と
考
え
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
森
づ
く
り

に
活
か
し
て
い
け
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ヤマビルちゃんも登場
参考：林野庁ホームページ　（http：//www.rinya.maff.go.jp/）

ヒカゲツツジは花期が短いので出会えてラッキー 明るい林床で出会ったヒトリシズカ

吉野林業の 500 年の歴史を今に伝える
約 300 年生の人工林

いつもきれいな水を流し続ける
吉野川源流−水源地の森

伐採跡地から見えるヒウラノ滝

まずは山の神にご挨拶

原生林伐採の影響で土砂が堆積した河原

源
流
学
の
森
づ
く
り

源
流
学
の
森
づ
く
り

見
学
会

見
学
会

４
月
　 日
（
日
）
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「
和
歌
山
市
民
の
森
づ
く
り
」
体
験
の
実
施

に
は
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
浮
上
し
、
11
年
目

を
迎
え
た
今
年
度
か
ら
は
、
和
歌
山
市
の
担
当

部
署
と
相
談
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
次
な
る
ス

テ
ー
ジ
へ
の
転
換
を
試
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
ま
ず
は
10
年
間
続
い
た
こ
の
取
り
組
み

に
対
し
、
参
加
い
た
だ
い
た
和
歌
山
市
民
の
み

な
さ
ま
と
関
係
者
の
方
々
に
敬
意
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

今
年
の
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
で
、
吉

野
川
紀
の
川
の
最
初
の
一
滴
が
生
ま
れ
る
川
上

村
で
は
、
放
流
・
歓
迎
行
事
が
行
わ
れ
、
そ
の

様
子
は
全
国
へ
テ
レ
ビ
中
継
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。
筏
流
し
な
ど
で
、
昔
か
ら
川
は
上
下
流

の
モ
ノ
を
つ
な
げ
て
き
ま
し
た
。
今
年
「
和
歌

山
市
民
の
森
づ
く
り
」
の
10
年
間
の
積
み
重
ね

に
込
め
ら
れ
た
、
河
口
の
ま
ち
の
人
々
の
お
も

い
と
、
平
成
８
年
『
川
上
宣
言
』
に
あ
ら
わ
し

た
「
水
源
地
の
村
」
と
し
て
下
流
に
は
い
つ
も

き
れ
い
な
水
を
流
し
た
い
と
い
う
村
の
人
々
の

お
も
い
の
「
つ
な
が
り
」
を
あ
ら
た
め
て
全
国

に
発
信
す
る
機
会
と
な
る
よ
う
、
与
え
ら
れ
た

役
割
を
果
た
し
て
い
こ
う
を
思
い
ま
す
。

mori-to-mizu-no-genryu-kan

　

今
年
11
月
16
日
、
第
34
回
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
～
や
ま
と
～
が
奈
良
県
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
海
の
な
い
奈
良
県
で
行
わ
れ
る
意
味
と

は
な
ん
で
し
ょ
う
。「
豊
か
な
る　

森
が
は
ぐ

く
む　

川
と
海
」
と
い
う
大
会
テ
ー
マ
の
と
お

り
、
県
土
面
積
の
約
８
割
を
森
林
が
占
め
る
奈

良
県
と
海
と
の
つ
な
が
り
、
川
の
役
割
を
考
え

る
大
切
な
年
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
『
森
は
海
の
恋
人
』
と
い
う
言
葉
が
頭
に
浮

か
ぶ
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
宮
城
県
の
気
仙

沼
湾
で
牡
蛎
の
養
殖
に
従
事
す
る
畠
山
重
篤
氏

の
著
書
タ
イ
ト
ル
で
、
海
へ
注
ぐ
川
の
上
流
で

の
自
身
の
植
樹
運
動
を
通
じ
て
、
漁
師
か
ら
み

た
森
と
海
の
真
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
書
か
れ

た
も
の
で
す
。

公
益
財
団
法
人

　吉
野
川
紀
の
川
源
流
物
語

尾
上

　忠
大

事
務
局
長

「
和
歌
山
市
民
の
森
づ
く
り
」
　
　年

　

「
和
歌
山
市
民
の
森
づ
く
り
」
　
　年
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わ
が
吉
野
川
紀
の
川
で
も
、
川
が
つ
な
ぐ
海

際
の
ま
ち
の
市
民
と
源
流
の
村
と
の
協
働
に
よ

る
取
り
組
み
が
10
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
15
年
、
和
歌
山
市
と
川
上
村
は
「
水
源

地
保
護
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
。
く
ら
し

と
生
命
に
欠
か
せ
な
い
水
が
、
源
流
か
ら
き
れ

い
で
豊
か
に
流
れ
続
け
る
こ
と
を
願
い
、
そ
れ

以
前
か
ら
あ
っ
た
交
流
を
さ
ら
に
強
く
、
流
域

が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

た
も
の
で
す
。
そ
し
て
翌
年
か
ら
「
和
歌
山
市

民
の
森
づ
く
り
」
が
ス
タ
ー
ト
。
村
が
所
有
・

保
全
す
る
原
生
林
「
水
源
地
の
森
」
の
対
岸
に

あ
る
民
有
林
は
伐
採
の
後
に
放
置
さ
れ
た
欝う
っ
そ
う蒼

と
し
た
二
次
林
で
す
。
こ
の
34 

ha
を
川
上
村
が

借
り
受
け
、
森
林
環
境
の
体
験
学
習
の
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。（「
源
流
学
の

森
づ
く
り
」
と
称
し
て
い
ま
す
。）

　

和
歌
山
市
は
、
こ
の
う
ち
現
在
ま
で
に
３
ha

を
借
り
て
、
管
理
作
業
委
託
と
、
年
２
回
市
民

に
よ
る
育
林
作
業
の
体
験
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
二
次
林
の
成
長
を
助
け
る
試
み
と
し
て
、

除
伐
に
よ
り
林
床
に
光
を
入
れ
、
下
草
を
育
て

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
保
水
力
の
あ
る
森
を
再
生

し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。着
手
当
初
は
、

急
峻
な
斜
面
か
ら
土
砂
の
流
出
が
著
し
か
っ
た

も
の
が
、
プ
ロ
に
よ
る
管
理
作
業
と
と
も
に
、

の
べ
４
０
０
名
を
超
え
る
継
続
的
な
市
民
の
参

加
に
よ
っ
て
、
林
内
で
は
下
層
植
生
が
生
育
す

る
な
ど
で
、
表
土
の
流
出
を
止
め
る
一
定
の
成

果
が
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

mori-to-mizu-no-genryu-kan

　

５
月
６
日
に
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
16
名
の

参
加
者
と
一
緒
に
森
と
水
の
源
流
館
の
周
り

（
宮
の
平
）
で
見
ら
れ
る
身
近
な
コ
ケ
を
観
察

し
ま
し
た
。宮
の
平
は
、大
滝
ダ
ム
建
設
に
伴
っ

て
造
ら
れ
た
新
し
い
造
成
地
で
す
。
コ
ケ
植
物

は
コ
ケ
庭
な
ど
の
特
殊
な
場
所
の
ほ
か
に
は
植

栽
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
生
育
し
て
い
る
コ
ケ
植
物
は
自
然
に

侵
入
し
て
き
た
も
の
で
す
。
ど
ん
な
コ
ケ
植
物

が
侵
入
し
た
の
か
を
確
か
め
る
い
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

　

植
物
を
研
究
す
る
人
が
「
一
度
は
見
て
み
た

い
」
と
よ
く
相
談
さ
れ
る
ツ
ノ
ゴ
ケ
類
（
ニ
ワ

ツ
ノ
ゴ
ケ
）
も
た
く
さ
ん
観
察
で
き
ま
し
た
。

◎
確
認
し
た
コ
ケ
植
物
（
順
不
同
）

ヒ
メ
ス
ギ
ゴ
ケ
、
ナ
ミ
ガ
タ
タ
チ
ゴ
ケ
、
ギ
ン

ゴ
ケ
、
ハ
リ
ガ
ネ
ゴ
ケ
、
ホ
ソ
ウ
リ
ゴ
ケ
、
エ

ゾ
ス
ナ
ゴ
ケ
、
ツ
チ
ノ
ウ
エ
ノ
コ
ゴ
ケ
、
チ
ュ

谷
沿
い
に
多
く
の
種
が
生
息

　

調
査
は
谷
ル
ー
ト
、
尾
根
ル
ー
ト
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
谷
ル
ー
ト
で
は
計
８
科
26
種
１
３
６

個
体
、
尾
根
ル
ー
ト
で
は
、
計
７
科
10
種
17
個

体
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
生
息
数
で
は
尾
根

ル
ー
ト
が
少
な
く
、
谷
ル
ー
ト
の
方
が
多
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

季
節
ご
と
に
異
な
る
種
が

　

早
春
、春
、夏
の
３
回
に
分
け
て
調
査
を
行
っ

た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
る
チ
ョ
ウ
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
早
春
は
優
占
種
の
１
位
が
ス
ギ
タ

ニ
ル
リ
シ
ジ
ミ
で
、
２
位
が
コ
ツ
バ
メ
、
３
位

が
ヤ
マ
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
で
し
た
。
春
は
、
１

位
が
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
で
、
２
位
が
ア
オ
ス
ジ
ア

ゲ
ハ
・
テ
ン
グ
チ
ョ
ウ
・
ヤ
マ
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ

ゲ
、
３
位
が
コ
ミ
ス
ジ
で
し
た
。
夏
は
、
１
位

が
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
、
２
位
が
ウ
ラ
ギ
ン
シ
ジ

ミ
・
キ
タ
キ
チ
ョ
ウ
、
３
位
が
ム
ラ
サ
キ
シ
ジ

ミ
で
し
た
。
季
節
ご
と
に
異
な
る
種
が
出
現
す

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

今
後
の
展
望

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
等
と
合
わ
せ
て
、
吉

野
川
源
流-

水
源
地
の
森
の
生
物
多
様
性
が

保
た
れ
る
よ
う
に
取
り
組
み
を
行
い
、
環
境
教

育
等
に
還
元

す
る
こ
と
な

ど
を
考
え
て

い
ま
す
。

ウ
ゴ
ク
ネ
ジ
ク
チ
ゴ
ケ
、
ハ
マ
キ
ゴ
ケ
、
シ
ズ

ミ
ギ
ボ
ウ
シ
ゴ
ケ
、
カ
マ
サ
ワ
ゴ
ケ
、
サ
ヤ
ゴ

ケ
、
ホ
ソ
オ
カ
ム
ラ
ゴ
ケ
、
ナ
ガ
バ
ヒ
ツ
ジ
ゴ

ケ
、
コ
カ
ヤ
ゴ
ケ
、
ア
オ
ハ
イ
ゴ
ケ
、
オ
ニ
ヒ

ツ
ジ
ゴ
ケ
、
ト
ヤ
マ
シ
ノ
ブ
ゴ
ケ
、
ノ
ミ
ハ
ニ

ワ
ゴ
ケ
、
ヒ
ロ
ハ
ツ
ヤ
ゴ
ケ
、
コ
モ
チ
イ
ト
ゴ

ケ
、
ハ
イ
ゴ
ケ
（
以
上
蘚
類
）、
フ
ル
ノ
コ
ゴ

ケ
、
ジ
ン
ガ
サ
ゴ
ケ
（
胞
子
体
有
）、
ア
ズ
マ

ゼ
ニ
ゴ
ケ
（
以
上
苔
類
）、ニ
ワ
ツ
ノ
ゴ
ケ
（
ツ

ノ
ゴ
ケ
類
）。

　

平
成
25
年
度
に
「
吉
野
川
源
流-

水
源
地

の
森
」
の
基
礎
調
査
の
一
環
と
し
て
、
チ
ョ
ウ

類
の
調
査
を
３
回
行
い
ま
し
た
。
調
査
結
果
を

も
と
に
「
水
源
地
の
森
」
の
実
態
評
価
と
今
後

の
保
全
対
策
に
資
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
主
な
調
査
結
果
を
ま
と
め
ま
す
。

水
源
地
の
森
の
チ
ョ
ウ
は
48
種
に

　

調
査
全
体
で
８
科
28
種
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で

の
調
査
結
果
と

合
わ
せ
る
と
計

８
科
48
種
に
な

り
ま
し
た
。
確

認
種
の
多
く
は

森
林
性
の
種
で
し
た
。
ア
オ
バ
セ
セ
リ
・
ミ
ヤ

マ
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
・
ス
ギ
タ
ニ
ル
リ
シ
ジ
ミ
・

ミ
ス
ジ
チ
ョ
ウ
・
ヤ
マ
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
な
ど

は
山
地
性
の
種
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
奈
良
県

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
希
少
種
と
さ
れ
て
い

る
ミ
ヤ
マ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
、
ア
カ
シ
ジ
ミ
も

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ヤ
マ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
は
山
地
の
草
原
に

依
存
し
て
生
息
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ

ら
の
草
原
の
維
持
管
理
が
、
あ
る
程
度
、
生
息

に
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
な
ど
で
森
林
が
草
原

化
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

吉野川紀の川しらべ隊

mori-to-mizu-no-genryu-kan6

崩落する土砂で浅くなった川床

現地の「和歌山市民の森」モニュメント

下層植生が生育しはじめた林床 

和歌山市民による除伐作業

コケの授業もしました

さわり心地なども確かめました

アカシジミ

ミヤマチャバネセセリ

胞子体が旺盛に出ていたハリガネ
ゴケニワツノゴケ

吉
野
川
紀
の
川
し
ら
べ
隊

身
近
な
コ
ケ
を

　
　
　し
ら
べ
よ
う
！

身
近
な
コ
ケ
を

　
　
　し
ら
べ
よ
う
！

平
成

　年
度

「
吉
野
川
源
流
ー
水
源
地
の
森
」
の

  

保
全
事
業
に
関
す
る
環
境
調
査
結
果

25
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mori-to-mizu-no-genryu-kan

　

桜
の
名
所
吉
野
山
に
は
、
金
峯
山
寺
を
は
じ

め
と
す
る
修
験
道
の
聖
地
と
い
う
面
と
と
も
に

南
朝
の
史
跡
と
い
う
一
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
面
を
如
実
に
示
し
て
い
る
の
が
吉
野
山
の
入

口
に
鎮
座
す
る
吉
野
神
宮
で
す
。

　

吉
野
神
宮
は
後
醍
醐
天
皇
を
祭
神
と
し
て
明

治
時
代
に
造
ら
れ
た
新
し
い
神
社
で
す
。
も
と

も
と
後
醍
醐
天
皇
は
金
峯
山
寺
の
南
に
位
置
す

る
吉
水
神
社
で
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
吉
水
神

社
は
、
本
来
は
吉
水
院
と
い
う
寺
院
で
後
醍

醐
天
皇
が
身
を
寄
せ
た
由
緒
あ
る
寺
で
し
た

が
、
明
治
時
代
に
神
仏
分
離
令
が
出
た
際
、
後

醍
醐
天
皇
を
祭
神
と
す
る
神
社
と
し
て
再
出
発

し
ま
し
た
。
や
が
て
南
朝
の
顕
彰
運
動
が
盛
ん

と
な
っ
て
く
る
と
、
後
醍
醐
天
皇
を
祀
る
に
し

て
は
手
狭
と
い
う
声
が
挙
が
り
、
明
治
25
年

（
１
８
９
２
年
）
に
吉
野
山
の
北
端
部
に
吉
野

神
宮
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

吉
野
神
宮
は
最
初
、
吉
野
宮
と
い
う
官
幣
中

社
（
戦
前
の
神
社
の
ラ
ン
ク
。
上
か
ら
官
幣
大

社
・
官
幣
中
社
・
官
幣
小
社
・
別
格
官
幣
社
）

で
し
た
が
、
明
治
34
年
（
１
９
０
１
年
）
に
官

幣
大
社
に
昇
格
。
大
正
７
年
（
１
９
１
８
年
）

に
吉
野
神
宮
へ
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
野
神
宮
は
昭
和
14
年
（
１
９
３
９
年
）
の

後
醍
醐
天
皇
没
後
６
０
０
年
に
向
け
て
大
改
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
南
向
き
だ
っ
た
社
殿
を
後

醍
醐
天
皇
の
遺
詔
に
合
わ
せ
て
北
の
京
都
の
方

面
に
向
け
、
境
内
も
２
倍
以
上
に
拡
張
す
る
徹

底
的
な
改
修
・
拡
張
工
事
で
し
た
。
こ
の
工
事

の
経
緯
に
つ
い
て
は
『
吉
野
神
宮
の
建
築
と
歴

史
』（
吉
野
神
宮　

１
９
９
８
）
に
詳
し
く
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
野
神
宮
に
は
蔵
王
堂
や
吉
水
神
社
ほ
ど
時

代
を
経
た
重
み
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
と
き

建
て
直
さ
れ
た
社
殿
は
台
湾
ヒ
ノ
キ
で
作
ら
れ

た
近
代
神
社
建
築
の
代
表
と
も
い
え
る
立
派
な

も
の
で
す
。
参
拝
の
際
に
は
、
ゆ
っ
く
り
と
境

内
の
建
物
を
鑑
賞
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

5

吉野川・紀の川流域の遺跡

吉
野
山
を
歩
く

吉
野
山
を
歩
く
�
吉
野
神
宮
�

�
吉
野
神
宮
�

そ
の
十
七
歴
史
担
当
の
成
瀬
匡
章
が
、
吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
の
遺
跡
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い

大
切
な
水
の
環
境
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
古
来
よ
り
、
世
界
的

に
も
森
林
の
多
い
日
本
の
国
は
水
に
も
恵
ま
れ

た
国
で
も
あ
る
。
わ
し
の
生
ま
れ
育
っ
た
川
上

村
は
、大
昔
よ
り
き
れ
い
な
水
の
豊
富
な
村
で
、

そ
の
元
は
森
林
率
95
％
を
占
め
る
森
に
あ
る
。

簡
易
水
道
が
で
き
る
昭
和
58
年
ご
ろ

ま
で
は
、
集
落
ご
と
に
谷
か
ら
引

い
た
水
を
タ
ン
ク
に
溜
め
、
そ
れ

を
分
け
合
っ
て
生
活
し
て
き
た
。
わ
し
が
暮
ら

す
川
上
村
柏
木
地
区
の
上
垣
内
で
も
、
半
世
紀

前
ご
ろ
ま
で
は
約
20
戸
、
80
人
の
住
民
の
水
を

ま
か
な
っ
て
い
た
。
今
で
こ
そ
、
簡
易
水
道
も

あ
れ
ば
、
人
口
も
20
人
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
、
水

の
心
配
は
な
く
な
っ
た
が
、
水
に
は
大
変
苦
労

し
た
。
今
思
え
ば
、
水
の
争
奪
戦
争
の
よ
う
な

時
代
だ
っ
た
と
思
う
。

山
の
水
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
る

と
、
大
昔
か
ら
水
源
を
探
し
歩
い

た
跡
が
今
で
も
所
々
に
残
っ
て
い

て
、
ま
た
落
と
し
穴
の
よ
う
な
、
大
き
な
掘
っ

た
穴
の
跡
も
あ
る
。
水
脈
を
探
す
の
に
ず
い
ぶ

ん
苦
労
し
た

よ
う
だ
。
親

父
の
話
に
よ

る
と
、昔
は
、

わ
し
の
家
か

ら
２
０
０
m

ほ
ど
行
っ
た

と
こ
ろ
の
地

獄
谷
と
い
う

谷
か
ら
、
毎
朝
、
飲
む
水
を
汲
み

に
行
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
時

分
も
水
の
争
奪
は
あ
っ
た
そ
う
で
、

水
の
争
奪
に
は
根
深
い
も
の
が

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ

の
後
、
地
獄
谷
の
上
流
部
で
湧
き

水
を
探
し
当
て
、
そ
こ
か
ら
水
を

引
く
こ
と
に
な
っ
た
。
今
も
水
が

湧
い
て
い
る
が
、
家
ま
で
水
を
流

す
手
段
が
、
時
代
の
変
遷
と
と
も

に
い
ろ
い
ろ
と
変
わ
り
面
白
い
。

最
初
は
、
足
場
丸
太
の

よ
う
な
木
を
Ｖ
字
に

切
っ
て
溝
を
作
り
、
そ

こ
を
水
が
流
れ
る
よ
う
に
作
っ
た
。

丸
太
の
継
ぎ
手
は
、
木
で
椀
の
よ

う
な
物
を
作
り
、
そ
の
真
ん
中
に

穴
を
開
け
て
つ
な
い
だ
そ
う
で
あ

る
。
今
も
そ
の
水
源
の
山
は
、「
ト

ユ
山
」
と
呼
ば
れ
、
名
残
が
残
っ

て
い
る
。
そ
の
次
に
、
木
の
ト
ユ

で
は
ゴ
ミ
が
入
る
の
で
、
今
度
は

竹
の
節
を
く
り
ぬ
い
て
、
ト
ユ
代

わ
り
に
し
た
と
の
こ
と
。
今
ま
で

の
話
は
わ
し
の
伯
父
や
親
父
の
時

代
の
話
で
あ
る
。

わ
し
が
物
心
つ
い
た
時
分

は
、
水
源
地
も
家
か
ら

１
km
余
り
、
東
熊
野
街

道
を
大
迫
の
方
へ
登
っ
て
い
っ
た

山
津
谷
と
い
う
谷
か
ら
水
を
と
っ

て
い
た
。
こ
の
水
源
地
は
今
も
変

わ
り
な
く
、維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
。

ト
ユ
は
鉛
で
で
き
た
鉛
管
と
い
う
パ

イ
プ
に
な
り
、
昭
和
50
年
ご
ろ
か
ら

は
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
、
そ
し
て

今
は
黒
パ
イ
プ
と
い
う
、
氷
結
し
に

く
い
パ
イ
プ
に
変
わ
っ
た
。

貯
水
タ
ン
ク
は
、
昔
か
ら

「
分
水
」
と
い
わ
れ
て
い

て
、
わ
し
の
家
か
ら
す

ぐ
上
に
行
っ
た
山
の
中
に
あ
る
。
そ

こ
は
集
落
の
水
道
の
入
口
部
分
で
、

最
初
の
貯
水
タ
ン
ク
の
「
分
水
」
で

あ
る
。
そ
の
「
分
水
」
の
中
に
は
、

均
等
に
水
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

50
の
マ
ス
に
区
切
ら
れ
て
い
る
。
わ

し
の
家
は
一
番
近
い
、最
初
だ
か
ら
、

ま
ず
50
分
の
１
の
マ
ス
か
ら
直
接
、

家
に
水
を
引
き
込
ん
で
あ
る
。
そ
こ

か
ら
下
へ
分
か
れ
て
、
次
々
と
「
分

水
」
を
作
っ
て
各
戸
に
引
き
込
ま
れ

て
い
る
。
今
も
そ
の
方
法
は
生
か
さ

れ
て
い
る
。
わ
し
は
こ
の
「
分
水
」

こ
そ
、
水
の
文
化
遺
産
だ
と
思
っ
て

い
る
。

今
か
ら
60
年
ほ
ど
前
ご
ろ
に
、
こ
の

水
源
地
に
異
変
が
起
こ
っ
た
。
樹

齢
２
０
０
年
ぐ
ら
い
の
木
が
あ
る

立
派
な
水
源
地
の
山
が
皆
伐
さ
れ
、
一
時
、
は

げ
山
に
な
っ
た
。
伐
採
の
翌
年
に
は
植
林
も
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
30
年
ぐ
ら
い
は
水
量
も
安
定

せ
ず
、
雨
が
降
る
と
泥
水
が
流
れ
た
り
、
少
し

で
も
日
照
り
が
続
く
と
、
水
不
足
に
な
っ
た
り

す
る
の
で
、
絶
え
ず
ご
た
ご
た
が
集
落
の
中
で

起
き
た
。
当
番
制
を
作
り
、
順
番
に
水
の
管
理

を
す
る
よ
う
に
な
り
、
毎
日
の
よ
う
に
水
源
地

を
見
に
行
っ
た
。「
分
水
」
の
高
さ
を
傾
け
て
、

自
分
の
家
の
方
へ
流
れ
る
よ
う
に
し
た
り
し

て
、
ま
さ
し
く
「
我
田
引
水
」
の
言
葉
の
語
源

の
よ
う
な
水
の
争
奪
が
当
時
繰
り
返
さ
れ
て
い

た
。
植
林
さ
れ
て
か
ら
30
年
が
経
ち
、
山
も
足

場
丸
太
よ
り
太
く
な
っ
て
く
る
こ
ろ
、
水
も
だ

ん
だ
ん
安
定
し
て
き
た
。
そ
の
こ
ろ
よ
り
、
簡

易
水
道
も
引
か
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
水
の
争
奪

も
な
く
な
り
、
静
か
に
な
っ
た
。
今
は
水
源
地

の
山
も
樹
齢
60
年
ぐ
ら
い
に
な
り
、
き
れ
い
な

水
が
ど
ん
ど
ん
流
れ
て
い
る
。
皆
伐
し
て
か
ら

今
ま
で
60
年
間
、
山
と
水
の
関
係
を
ず
っ
と
見

て
き
た
わ
し
も
森
林
の
伐
採
は
水
だ
け
で
な
く

い
ろ
ん
な
生
物
に

及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
勉
強
が
で
き

た
。
森
に
は
確
か

に
保
水
能
力
が
あ

る
こ
と
を
、
身
を

も
っ
て
体
験
し
た

の
だ
っ
た
。

子どもたちに伝えたい「源流学」

mori-to-mizu-no-genryu-kan2

写真１　改修・拡張前の吉野神宮（大正７～ 15年（1918 ～ 1926）頃）

写真２　現在の吉野神宮

柏木地区の上垣内集落が利用する貯水
タンクの「分水」

50 分の１に区切られたマスが残る
（写真の左下部分）

争いが起きないようにコンクリート
で土台が作られ、鍵がかけられてい
る。 ※連載では、「聞き書き」でコミュニティライターの西久保智美が担当します。



mori-to-mizu-no-genryu-kan
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ウンコを食べるのだからイメージは悪い。しかし、そのイメージもなんのその、その糞
虫に魅せられた人は多い。私もその一人だが、「ふんコロ昆虫記」−食糞性コガネムシ
を探そう−と題して本をつくった人がいる。興味のあるかたは読まれることをお勧めす
る。源流館でも販売しているから手に取ってご覧いただくとよい。出版社への直接注文
は、電話で（06-6768-2401 トンボ出版）、「ぽたりを読んだ」と言ってください。

第18 回　源流の主役たち

mori-to-mizu-no-genryu-kan4

　雪隠（せっちん）、厠（かわや）、トイレットなどは、便所を指す言葉である。私たちはこの便所という決められた場所で
オシッコとウンコをする。自然の中で生きている動物、特にシカやクマなど大型哺乳類などは便所を利用しない。自然の中
へ垂れ流しである。しかし、自然はよくできたもので、その排泄物を分解してくれる昆虫がいる。それは、カブトムシと同
じ甲虫目コガネムシ科の仲間である。専門家たちはフンチュウと呼んでいる。漢字では糞虫と書く。糞虫には、ダイコクコ
ガネ、エンマコガネ、センチコガネなどの仲間がいる。ダイコクコガネとは、その名のごとく大黒さんを彷彿させる大きな
コガネムシだ、オスには大きな魅力的な角のある種もいる。エンマコガネは、それこそ地獄の閻魔大王を彷彿させられ、体
つきは強面に感じる。センチコガネは、その名のとおり雪隠のコガネムシだ。前者二つの体色は黒が基調だが、センチコガ
ネは、青いのやら緑色や赤いのがいる。
　糞虫で有名なのが奈良公園だ、シカの糞を分解し土にもどしている。川上村にも勿論糞虫はたくさん棲んでいる。試しに、
自分のウンコを庭の隅に置いてみよう。最初にやってくるのはハエの仲間。しばらくしてセンチコガネの仲間が飛んでくる
はずだ。
　私は仕事で北股林道へ入ることが多い。北股川沿いに三重県境近くまで入っている林道である。自然林も多く残っている
ので、ツキノワグマ、カモシカ、ニホンジカ、ニホンザル、アナグマなど大型の哺乳類を見ている。それぞれが独特の糞を
する。一番よく見かけるのがニホンジカの糞である。たまに、人糞もある。このシカや人糞に、センチコガネがよく集まっ
ている。時期としては 5 月から 9 月ごろ。また、シカなどの死体にもシデムシの仲間に混じって糞虫も集まってくる。
　仕事で、北股川の河原で釣り餌に使うオキアミを石の上に置いてどんな昆虫がくるか観察したことがある。死体を処理す
るチョウセンベッコウヒラタシデムシとベッコウヒラタシデムシは断トツで多かった。次に多いのが、エンマコガネの仲間
＞センチコガネの仲間＞チョウ類＞ダイコクコガネの仲間だった。
　センチコガネとオオセンチコガネは、よく似ている。確実に見分けるには頭を見る。
頭楯板と呼ばれている部分が前に突き出しているかいないかで見分けるが、黒っぽく
て小さな個体はセンチコガネ、大きくて瑠璃色をしているのはオオセンチコガネとし
ても大凡大別はできるが、黒っぽい個体については前記の違いを確かめる必要がある。
共に、新鮮なウンコを求めて地上近くを飛翔している個体を、川上村では 5 月下旬か
ら 9 月ごろまで見ることができる。7 月下旬北股林道で野糞をすると数分でセンチコ
ガネの仲間が飛んでくる。ウンコにたどり着くと、多くはウンコの下へもぐり込んで
しまう。シカの糞の場合も同じである。繁殖期であれば、その下に穴を掘りそこにウ
ンコをため込み子育てをする。
　ゴホンダイコクコガネと呼ばれている糞虫は、頭と胸に五本の角を備えるダイコク
コガネの仲間である。体長は 16mm ～ 18mm と小さいが、なかなかどうして、私はかっ
こいいと思う、好きなコガネムシだ。奈良公園でこの子育てを観察したことがある。
5 月中旬から 7 月にかけて地中に大きな穴を掘りシカのウンコを運び込んだら、その
糞に卵を産みつけ夫婦で世話をする。これは糞がカビたり乾燥するのを防ぐためであ
る。

　生き物の活動が活発になる夏がやってきました。それに伴いあちこちで見られるのが動物のフン。
　今回は、昆虫生態写真家の伊藤ふくおさんにフンに集まる虫について解説していただきました。

愛すべき隣人、いや隣虫、雪隠のコガネムシたち

伊藤ふくお（昆虫生態写真家）
エンマムシの 1種

（川上村北股）2011.08.10

オオセンチコガネ鹿糞
（大台ケ原）2010.09.15

オオセンチコガネ
（若草山）2010.06.12

オオセンチコガネ
（西大台）2008.07.02

オオセンチコガネ
（川上村北股）2008.08.20

オオセンチコガネ
（川上村北股）2008.08.22

ゴホンダイコクコガネ♂横
（川上村北股）2011.05.18

センチコガネ
（川上村北股）2007.08.09

センチコガネ
（陽楽の森）2013.05.18

オオセンチコガネ
（関ヶ原）2011.08.11

オセンチコガネ
（川上村上谷）2012.04.12

コブマルエンマコガネ
（川上村北股）2007.08.10

ゴホンダイコクコガネ♂背
（川上村北股）2011.05.18

センチコガネ
（子どもの森）2011.10.12

センチコガネ
（大亀谷い班）2013.06.28

ヒラタエンマムシの 1種
（川上村北股）2009.07.16

マグソコガネの 1種
（奈良公園）2011.08.20
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ウンコを食べるのだからイメージは悪い。しかし、そのイメージもなんのその、その糞
虫に魅せられた人は多い。私もその一人だが、「ふんコロ昆虫記」−食糞性コガネムシ
を探そう−と題して本をつくった人がいる。興味のあるかたは読まれることをお勧めす
る。源流館でも販売しているから手に取ってご覧いただくとよい。出版社への直接注文
は、電話で（06-6768-2401 トンボ出版）、「ぽたりを読んだ」と言ってください。

第18 回　源流の主役たち

mori-to-mizu-no-genryu-kan4

　雪隠（せっちん）、厠（かわや）、トイレットなどは、便所を指す言葉である。私たちはこの便所という決められた場所で
オシッコとウンコをする。自然の中で生きている動物、特にシカやクマなど大型哺乳類などは便所を利用しない。自然の中
へ垂れ流しである。しかし、自然はよくできたもので、その排泄物を分解してくれる昆虫がいる。それは、カブトムシと同
じ甲虫目コガネムシ科の仲間である。専門家たちはフンチュウと呼んでいる。漢字では糞虫と書く。糞虫には、ダイコクコ
ガネ、エンマコガネ、センチコガネなどの仲間がいる。ダイコクコガネとは、その名のごとく大黒さんを彷彿させる大きな
コガネムシだ、オスには大きな魅力的な角のある種もいる。エンマコガネは、それこそ地獄の閻魔大王を彷彿させられ、体
つきは強面に感じる。センチコガネは、その名のとおり雪隠のコガネムシだ。前者二つの体色は黒が基調だが、センチコガ
ネは、青いのやら緑色や赤いのがいる。
　糞虫で有名なのが奈良公園だ、シカの糞を分解し土にもどしている。川上村にも勿論糞虫はたくさん棲んでいる。試しに、
自分のウンコを庭の隅に置いてみよう。最初にやってくるのはハエの仲間。しばらくしてセンチコガネの仲間が飛んでくる
はずだ。
　私は仕事で北股林道へ入ることが多い。北股川沿いに三重県境近くまで入っている林道である。自然林も多く残っている
ので、ツキノワグマ、カモシカ、ニホンジカ、ニホンザル、アナグマなど大型の哺乳類を見ている。それぞれが独特の糞を
する。一番よく見かけるのがニホンジカの糞である。たまに、人糞もある。このシカや人糞に、センチコガネがよく集まっ
ている。時期としては 5 月から 9 月ごろ。また、シカなどの死体にもシデムシの仲間に混じって糞虫も集まってくる。
　仕事で、北股川の河原で釣り餌に使うオキアミを石の上に置いてどんな昆虫がくるか観察したことがある。死体を処理す
るチョウセンベッコウヒラタシデムシとベッコウヒラタシデムシは断トツで多かった。次に多いのが、エンマコガネの仲間
＞センチコガネの仲間＞チョウ類＞ダイコクコガネの仲間だった。
　センチコガネとオオセンチコガネは、よく似ている。確実に見分けるには頭を見る。
頭楯板と呼ばれている部分が前に突き出しているかいないかで見分けるが、黒っぽく
て小さな個体はセンチコガネ、大きくて瑠璃色をしているのはオオセンチコガネとし
ても大凡大別はできるが、黒っぽい個体については前記の違いを確かめる必要がある。
共に、新鮮なウンコを求めて地上近くを飛翔している個体を、川上村では 5 月下旬か
ら 9 月ごろまで見ることができる。7 月下旬北股林道で野糞をすると数分でセンチコ
ガネの仲間が飛んでくる。ウンコにたどり着くと、多くはウンコの下へもぐり込んで
しまう。シカの糞の場合も同じである。繁殖期であれば、その下に穴を掘りそこにウ
ンコをため込み子育てをする。
　ゴホンダイコクコガネと呼ばれている糞虫は、頭と胸に五本の角を備えるダイコク
コガネの仲間である。体長は 16mm ～ 18mm と小さいが、なかなかどうして、私はかっ
こいいと思う、好きなコガネムシだ。奈良公園でこの子育てを観察したことがある。
5 月中旬から 7 月にかけて地中に大きな穴を掘りシカのウンコを運び込んだら、その
糞に卵を産みつけ夫婦で世話をする。これは糞がカビたり乾燥するのを防ぐためであ
る。

　生き物の活動が活発になる夏がやってきました。それに伴いあちこちで見られるのが動物のフン。
　今回は、昆虫生態写真家の伊藤ふくおさんにフンに集まる虫について解説していただきました。

愛すべき隣人、いや隣虫、雪隠のコガネムシたち

伊藤ふくお（昆虫生態写真家）
エンマムシの 1種

（川上村北股）2011.08.10

オオセンチコガネ鹿糞
（大台ケ原）2010.09.15

オオセンチコガネ
（若草山）2010.06.12

オオセンチコガネ
（西大台）2008.07.02

オオセンチコガネ
（川上村北股）2008.08.20

オオセンチコガネ
（川上村北股）2008.08.22

ゴホンダイコクコガネ♂横
（川上村北股）2011.05.18

センチコガネ
（川上村北股）2007.08.09

センチコガネ
（陽楽の森）2013.05.18

オオセンチコガネ
（関ヶ原）2011.08.11

オセンチコガネ
（川上村上谷）2012.04.12

コブマルエンマコガネ
（川上村北股）2007.08.10

ゴホンダイコクコガネ♂背
（川上村北股）2011.05.18

センチコガネ
（子どもの森）2011.10.12

センチコガネ
（大亀谷い班）2013.06.28

ヒラタエンマムシの 1種
（川上村北股）2009.07.16

マグソコガネの 1種
（奈良公園）2011.08.20
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桜
の
名
所
吉
野
山
に
は
、
金
峯
山
寺
を
は
じ

め
と
す
る
修
験
道
の
聖
地
と
い
う
面
と
と
も
に

南
朝
の
史
跡
と
い
う
一
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
面
を
如
実
に
示
し
て
い
る
の
が
吉
野
山
の
入

口
に
鎮
座
す
る
吉
野
神
宮
で
す
。

　

吉
野
神
宮
は
後
醍
醐
天
皇
を
祭
神
と
し
て
明

治
時
代
に
造
ら
れ
た
新
し
い
神
社
で
す
。
も
と

も
と
後
醍
醐
天
皇
は
金
峯
山
寺
の
南
に
位
置
す

る
吉
水
神
社
で
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
吉
水
神

社
は
、
本
来
は
吉
水
院
と
い
う
寺
院
で
後
醍

醐
天
皇
が
身
を
寄
せ
た
由
緒
あ
る
寺
で
し
た

が
、
明
治
時
代
に
神
仏
分
離
令
が
出
た
際
、
後

醍
醐
天
皇
を
祭
神
と
す
る
神
社
と
し
て
再
出
発

し
ま
し
た
。
や
が
て
南
朝
の
顕
彰
運
動
が
盛
ん

と
な
っ
て
く
る
と
、
後
醍
醐
天
皇
を
祀
る
に
し

て
は
手
狭
と
い
う
声
が
挙
が
り
、
明
治
25
年

（
１
８
９
２
年
）
に
吉
野
山
の
北
端
部
に
吉
野

神
宮
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

吉
野
神
宮
は
最
初
、
吉
野
宮
と
い
う
官
幣
中

社
（
戦
前
の
神
社
の
ラ
ン
ク
。
上
か
ら
官
幣
大

社
・
官
幣
中
社
・
官
幣
小
社
・
別
格
官
幣
社
）

で
し
た
が
、
明
治
34
年
（
１
９
０
１
年
）
に
官

幣
大
社
に
昇
格
。
大
正
７
年
（
１
９
１
８
年
）

に
吉
野
神
宮
へ
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
野
神
宮
は
昭
和
14
年
（
１
９
３
９
年
）
の

後
醍
醐
天
皇
没
後
６
０
０
年
に
向
け
て
大
改
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
南
向
き
だ
っ
た
社
殿
を
後

醍
醐
天
皇
の
遺
詔
に
合
わ
せ
て
北
の
京
都
の
方

面
に
向
け
、
境
内
も
２
倍
以
上
に
拡
張
す
る
徹

底
的
な
改
修
・
拡
張
工
事
で
し
た
。
こ
の
工
事

の
経
緯
に
つ
い
て
は
『
吉
野
神
宮
の
建
築
と
歴

史
』（
吉
野
神
宮　

１
９
９
８
）
に
詳
し
く
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
野
神
宮
に
は
蔵
王
堂
や
吉
水
神
社
ほ
ど
時

代
を
経
た
重
み
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
と
き

建
て
直
さ
れ
た
社
殿
は
台
湾
ヒ
ノ
キ
で
作
ら
れ

た
近
代
神
社
建
築
の
代
表
と
も
い
え
る
立
派
な

も
の
で
す
。
参
拝
の
際
に
は
、
ゆ
っ
く
り
と
境

内
の
建
物
を
鑑
賞
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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吉野川・紀の川流域の遺跡

吉
野
山
を
歩
く

吉
野
山
を
歩
く
�
吉
野
神
宮
�

�
吉
野
神
宮
�

そ
の
十
七
歴
史
担
当
の
成
瀬
匡
章
が
、
吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
の
遺
跡
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い

大
切
な
水
の
環
境
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
古
来
よ
り
、
世
界
的

に
も
森
林
の
多
い
日
本
の
国
は
水
に
も
恵
ま
れ

た
国
で
も
あ
る
。
わ
し
の
生
ま
れ
育
っ
た
川
上

村
は
、大
昔
よ
り
き
れ
い
な
水
の
豊
富
な
村
で
、

そ
の
元
は
森
林
率
95
％
を
占
め
る
森
に
あ
る
。

簡
易
水
道
が
で
き
る
昭
和
58
年
ご
ろ

ま
で
は
、
集
落
ご
と
に
谷
か
ら
引

い
た
水
を
タ
ン
ク
に
溜
め
、
そ
れ

を
分
け
合
っ
て
生
活
し
て
き
た
。
わ
し
が
暮
ら

す
川
上
村
柏
木
地
区
の
上
垣
内
で
も
、
半
世
紀

前
ご
ろ
ま
で
は
約
20
戸
、
80
人
の
住
民
の
水
を

ま
か
な
っ
て
い
た
。
今
で
こ
そ
、
簡
易
水
道
も

あ
れ
ば
、
人
口
も
20
人
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
、
水

の
心
配
は
な
く
な
っ
た
が
、
水
に
は
大
変
苦
労

し
た
。
今
思
え
ば
、
水
の
争
奪
戦
争
の
よ
う
な

時
代
だ
っ
た
と
思
う
。

山
の
水
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
る

と
、
大
昔
か
ら
水
源
を
探
し
歩
い

た
跡
が
今
で
も
所
々
に
残
っ
て
い

て
、
ま
た
落
と
し
穴
の
よ
う
な
、
大
き
な
掘
っ

た
穴
の
跡
も
あ
る
。
水
脈
を
探
す
の
に
ず
い
ぶ

ん
苦
労
し
た

よ
う
だ
。
親

父
の
話
に
よ

る
と
、昔
は
、

わ
し
の
家
か

ら
２
０
０
m

ほ
ど
行
っ
た

と
こ
ろ
の
地

獄
谷
と
い
う

谷
か
ら
、
毎
朝
、
飲
む
水
を
汲
み

に
行
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
時

分
も
水
の
争
奪
は
あ
っ
た
そ
う
で
、

水
の
争
奪
に
は
根
深
い
も
の
が

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ

の
後
、
地
獄
谷
の
上
流
部
で
湧
き

水
を
探
し
当
て
、
そ
こ
か
ら
水
を

引
く
こ
と
に
な
っ
た
。
今
も
水
が

湧
い
て
い
る
が
、
家
ま
で
水
を
流

す
手
段
が
、
時
代
の
変
遷
と
と
も

に
い
ろ
い
ろ
と
変
わ
り
面
白
い
。

最
初
は
、
足
場
丸
太
の

よ
う
な
木
を
Ｖ
字
に

切
っ
て
溝
を
作
り
、
そ

こ
を
水
が
流
れ
る
よ
う
に
作
っ
た
。

丸
太
の
継
ぎ
手
は
、
木
で
椀
の
よ

う
な
物
を
作
り
、
そ
の
真
ん
中
に

穴
を
開
け
て
つ
な
い
だ
そ
う
で
あ

る
。
今
も
そ
の
水
源
の
山
は
、「
ト

ユ
山
」
と
呼
ば
れ
、
名
残
が
残
っ

て
い
る
。
そ
の
次
に
、
木
の
ト
ユ

で
は
ゴ
ミ
が
入
る
の
で
、
今
度
は

竹
の
節
を
く
り
ぬ
い
て
、
ト
ユ
代

わ
り
に
し
た
と
の
こ
と
。
今
ま
で

の
話
は
わ
し
の
伯
父
や
親
父
の
時

代
の
話
で
あ
る
。

わ
し
が
物
心
つ
い
た
時
分

は
、
水
源
地
も
家
か
ら

１
km
余
り
、
東
熊
野
街

道
を
大
迫
の
方
へ
登
っ
て
い
っ
た

山
津
谷
と
い
う
谷
か
ら
水
を
と
っ

て
い
た
。
こ
の
水
源
地
は
今
も
変

わ
り
な
く
、維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
。

ト
ユ
は
鉛
で
で
き
た
鉛
管
と
い
う
パ

イ
プ
に
な
り
、
昭
和
50
年
ご
ろ
か
ら

は
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
、
そ
し
て

今
は
黒
パ
イ
プ
と
い
う
、
氷
結
し
に

く
い
パ
イ
プ
に
変
わ
っ
た
。

貯
水
タ
ン
ク
は
、
昔
か
ら

「
分
水
」
と
い
わ
れ
て
い

て
、
わ
し
の
家
か
ら
す

ぐ
上
に
行
っ
た
山
の
中
に
あ
る
。
そ

こ
は
集
落
の
水
道
の
入
口
部
分
で
、

最
初
の
貯
水
タ
ン
ク
の
「
分
水
」
で

あ
る
。
そ
の
「
分
水
」
の
中
に
は
、

均
等
に
水
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

50
の
マ
ス
に
区
切
ら
れ
て
い
る
。
わ

し
の
家
は
一
番
近
い
、最
初
だ
か
ら
、

ま
ず
50
分
の
１
の
マ
ス
か
ら
直
接
、

家
に
水
を
引
き
込
ん
で
あ
る
。
そ
こ

か
ら
下
へ
分
か
れ
て
、
次
々
と
「
分

水
」
を
作
っ
て
各
戸
に
引
き
込
ま
れ

て
い
る
。
今
も
そ
の
方
法
は
生
か
さ

れ
て
い
る
。
わ
し
は
こ
の
「
分
水
」

こ
そ
、
水
の
文
化
遺
産
だ
と
思
っ
て

い
る
。

今
か
ら
60
年
ほ
ど
前
ご
ろ
に
、
こ
の

水
源
地
に
異
変
が
起
こ
っ
た
。
樹

齢
２
０
０
年
ぐ
ら
い
の
木
が
あ
る

立
派
な
水
源
地
の
山
が
皆
伐
さ
れ
、
一
時
、
は

げ
山
に
な
っ
た
。
伐
採
の
翌
年
に
は
植
林
も
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
30
年
ぐ
ら
い
は
水
量
も
安
定

せ
ず
、
雨
が
降
る
と
泥
水
が
流
れ
た
り
、
少
し

で
も
日
照
り
が
続
く
と
、
水
不
足
に
な
っ
た
り

す
る
の
で
、
絶
え
ず
ご
た
ご
た
が
集
落
の
中
で

起
き
た
。
当
番
制
を
作
り
、
順
番
に
水
の
管
理

を
す
る
よ
う
に
な
り
、
毎
日
の
よ
う
に
水
源
地

を
見
に
行
っ
た
。「
分
水
」
の
高
さ
を
傾
け
て
、

自
分
の
家
の
方
へ
流
れ
る
よ
う
に
し
た
り
し

て
、
ま
さ
し
く
「
我
田
引
水
」
の
言
葉
の
語
源

の
よ
う
な
水
の
争
奪
が
当
時
繰
り
返
さ
れ
て
い

た
。
植
林
さ
れ
て
か
ら
30
年
が
経
ち
、
山
も
足

場
丸
太
よ
り
太
く
な
っ
て
く
る
こ
ろ
、
水
も
だ

ん
だ
ん
安
定
し
て
き
た
。
そ
の
こ
ろ
よ
り
、
簡

易
水
道
も
引
か
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
水
の
争
奪

も
な
く
な
り
、
静
か
に
な
っ
た
。
今
は
水
源
地

の
山
も
樹
齢
60
年
ぐ
ら
い
に
な
り
、
き
れ
い
な

水
が
ど
ん
ど
ん
流
れ
て
い
る
。
皆
伐
し
て
か
ら

今
ま
で
60
年
間
、
山
と
水
の
関
係
を
ず
っ
と
見

て
き
た
わ
し
も
森
林
の
伐
採
は
水
だ
け
で
な
く

い
ろ
ん
な
生
物
に

及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
勉
強
が
で
き

た
。
森
に
は
確
か

に
保
水
能
力
が
あ

る
こ
と
を
、
身
を

も
っ
て
体
験
し
た

の
だ
っ
た
。

子どもたちに伝えたい「源流学」

mori-to-mizu-no-genryu-kan2

写真１　改修・拡張前の吉野神宮（大正７～ 15年（1918 ～ 1926）頃）

写真２　現在の吉野神宮

柏木地区の上垣内集落が利用する貯水
タンクの「分水」

50 分の１に区切られたマスが残る
（写真の左下部分）

争いが起きないようにコンクリート
で土台が作られ、鍵がかけられてい
る。 ※連載では、「聞き書き」でコミュニティライターの西久保智美が担当します。



　
「
和
歌
山
市
民
の
森
づ
く
り
」
体
験
の
実
施

に
は
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
浮
上
し
、
11
年
目

を
迎
え
た
今
年
度
か
ら
は
、
和
歌
山
市
の
担
当

部
署
と
相
談
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
次
な
る
ス

テ
ー
ジ
へ
の
転
換
を
試
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
ま
ず
は
10
年
間
続
い
た
こ
の
取
り
組
み

に
対
し
、
参
加
い
た
だ
い
た
和
歌
山
市
民
の
み

な
さ
ま
と
関
係
者
の
方
々
に
敬
意
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

今
年
の
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
で
、
吉

野
川
紀
の
川
の
最
初
の
一
滴
が
生
ま
れ
る
川
上

村
で
は
、
放
流
・
歓
迎
行
事
が
行
わ
れ
、
そ
の

様
子
は
全
国
へ
テ
レ
ビ
中
継
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。
筏
流
し
な
ど
で
、
昔
か
ら
川
は
上
下
流

の
モ
ノ
を
つ
な
げ
て
き
ま
し
た
。
今
年
「
和
歌

山
市
民
の
森
づ
く
り
」
の
10
年
間
の
積
み
重
ね

に
込
め
ら
れ
た
、
河
口
の
ま
ち
の
人
々
の
お
も

い
と
、
平
成
８
年
『
川
上
宣
言
』
に
あ
ら
わ
し

た
「
水
源
地
の
村
」
と
し
て
下
流
に
は
い
つ
も

き
れ
い
な
水
を
流
し
た
い
と
い
う
村
の
人
々
の

お
も
い
の
「
つ
な
が
り
」
を
あ
ら
た
め
て
全
国

に
発
信
す
る
機
会
と
な
る
よ
う
、
与
え
ら
れ
た

役
割
を
果
た
し
て
い
こ
う
を
思
い
ま
す
。
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今
年
11
月
16
日
、
第
34
回
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
～
や
ま
と
～
が
奈
良
県
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
海
の
な
い
奈
良
県
で
行
わ
れ
る
意
味
と

は
な
ん
で
し
ょ
う
。「
豊
か
な
る　

森
が
は
ぐ

く
む　

川
と
海
」
と
い
う
大
会
テ
ー
マ
の
と
お

り
、
県
土
面
積
の
約
８
割
を
森
林
が
占
め
る
奈

良
県
と
海
と
の
つ
な
が
り
、
川
の
役
割
を
考
え

る
大
切
な
年
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
『
森
は
海
の
恋
人
』
と
い
う
言
葉
が
頭
に
浮

か
ぶ
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
宮
城
県
の
気
仙

沼
湾
で
牡
蛎
の
養
殖
に
従
事
す
る
畠
山
重
篤
氏

の
著
書
タ
イ
ト
ル
で
、
海
へ
注
ぐ
川
の
上
流
で

の
自
身
の
植
樹
運
動
を
通
じ
て
、
漁
師
か
ら
み

た
森
と
海
の
真
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
書
か
れ

た
も
の
で
す
。

公
益
財
団
法
人

　吉
野
川
紀
の
川
源
流
物
語

尾
上

　忠
大

事
務
局
長

「
和
歌
山
市
民
の
森
づ
く
り
」
　
　年

　

「
和
歌
山
市
民
の
森
づ
く
り
」
　
　年

　

1010

1

　

わ
が
吉
野
川
紀
の
川
で
も
、
川
が
つ
な
ぐ
海

際
の
ま
ち
の
市
民
と
源
流
の
村
と
の
協
働
に
よ

る
取
り
組
み
が
10
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
15
年
、
和
歌
山
市
と
川
上
村
は
「
水
源

地
保
護
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
。
く
ら
し

と
生
命
に
欠
か
せ
な
い
水
が
、
源
流
か
ら
き
れ

い
で
豊
か
に
流
れ
続
け
る
こ
と
を
願
い
、
そ
れ

以
前
か
ら
あ
っ
た
交
流
を
さ
ら
に
強
く
、
流
域

が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

た
も
の
で
す
。
そ
し
て
翌
年
か
ら
「
和
歌
山
市

民
の
森
づ
く
り
」
が
ス
タ
ー
ト
。
村
が
所
有
・

保
全
す
る
原
生
林
「
水
源
地
の
森
」
の
対
岸
に

あ
る
民
有
林
は
伐
採
の
後
に
放
置
さ
れ
た
欝う
っ
そ
う蒼

と
し
た
二
次
林
で
す
。
こ
の
34 

ha
を
川
上
村
が

借
り
受
け
、
森
林
環
境
の
体
験
学
習
の
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。（「
源
流
学
の

森
づ
く
り
」
と
称
し
て
い
ま
す
。）

　

和
歌
山
市
は
、
こ
の
う
ち
現
在
ま
で
に
３
ha

を
借
り
て
、
管
理
作
業
委
託
と
、
年
２
回
市
民

に
よ
る
育
林
作
業
の
体
験
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
二
次
林
の
成
長
を
助
け
る
試
み
と
し
て
、

除
伐
に
よ
り
林
床
に
光
を
入
れ
、
下
草
を
育
て

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
保
水
力
の
あ
る
森
を
再
生

し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。着
手
当
初
は
、

急
峻
な
斜
面
か
ら
土
砂
の
流
出
が
著
し
か
っ
た

も
の
が
、
プ
ロ
に
よ
る
管
理
作
業
と
と
も
に
、

の
べ
４
０
０
名
を
超
え
る
継
続
的
な
市
民
の
参

加
に
よ
っ
て
、
林
内
で
は
下
層
植
生
が
生
育
す

る
な
ど
で
、
表
土
の
流
出
を
止
め
る
一
定
の
成

果
が
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
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５
月
６
日
に
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
16
名
の

参
加
者
と
一
緒
に
森
と
水
の
源
流
館
の
周
り

（
宮
の
平
）
で
見
ら
れ
る
身
近
な
コ
ケ
を
観
察

し
ま
し
た
。宮
の
平
は
、大
滝
ダ
ム
建
設
に
伴
っ

て
造
ら
れ
た
新
し
い
造
成
地
で
す
。
コ
ケ
植
物

は
コ
ケ
庭
な
ど
の
特
殊
な
場
所
の
ほ
か
に
は
植

栽
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
生
育
し
て
い
る
コ
ケ
植
物
は
自
然
に

侵
入
し
て
き
た
も
の
で
す
。
ど
ん
な
コ
ケ
植
物

が
侵
入
し
た
の
か
を
確
か
め
る
い
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

　

植
物
を
研
究
す
る
人
が
「
一
度
は
見
て
み
た

い
」
と
よ
く
相
談
さ
れ
る
ツ
ノ
ゴ
ケ
類
（
ニ
ワ

ツ
ノ
ゴ
ケ
）
も
た
く
さ
ん
観
察
で
き
ま
し
た
。

◎
確
認
し
た
コ
ケ
植
物
（
順
不
同
）

ヒ
メ
ス
ギ
ゴ
ケ
、
ナ
ミ
ガ
タ
タ
チ
ゴ
ケ
、
ギ
ン

ゴ
ケ
、
ハ
リ
ガ
ネ
ゴ
ケ
、
ホ
ソ
ウ
リ
ゴ
ケ
、
エ

ゾ
ス
ナ
ゴ
ケ
、
ツ
チ
ノ
ウ
エ
ノ
コ
ゴ
ケ
、
チ
ュ

谷
沿
い
に
多
く
の
種
が
生
息

　

調
査
は
谷
ル
ー
ト
、
尾
根
ル
ー
ト
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
谷
ル
ー
ト
で
は
計
８
科
26
種
１
３
６

個
体
、
尾
根
ル
ー
ト
で
は
、
計
７
科
10
種
17
個

体
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
生
息
数
で
は
尾
根

ル
ー
ト
が
少
な
く
、
谷
ル
ー
ト
の
方
が
多
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

季
節
ご
と
に
異
な
る
種
が

　

早
春
、春
、夏
の
３
回
に
分
け
て
調
査
を
行
っ

た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
る
チ
ョ
ウ
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
早
春
は
優
占
種
の
１
位
が
ス
ギ
タ

ニ
ル
リ
シ
ジ
ミ
で
、
２
位
が
コ
ツ
バ
メ
、
３
位

が
ヤ
マ
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
で
し
た
。
春
は
、
１

位
が
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
で
、
２
位
が
ア
オ
ス
ジ
ア

ゲ
ハ
・
テ
ン
グ
チ
ョ
ウ
・
ヤ
マ
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ

ゲ
、
３
位
が
コ
ミ
ス
ジ
で
し
た
。
夏
は
、
１
位

が
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
、
２
位
が
ウ
ラ
ギ
ン
シ
ジ

ミ
・
キ
タ
キ
チ
ョ
ウ
、
３
位
が
ム
ラ
サ
キ
シ
ジ

ミ
で
し
た
。
季
節
ご
と
に
異
な
る
種
が
出
現
す

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

今
後
の
展
望

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
等
と
合
わ
せ
て
、
吉

野
川
源
流-

水
源
地
の
森
の
生
物
多
様
性
が

保
た
れ
る
よ
う
に
取
り
組
み
を
行
い
、
環
境
教

育
等
に
還
元

す
る
こ
と
な

ど
を
考
え
て

い
ま
す
。

ウ
ゴ
ク
ネ
ジ
ク
チ
ゴ
ケ
、
ハ
マ
キ
ゴ
ケ
、
シ
ズ

ミ
ギ
ボ
ウ
シ
ゴ
ケ
、
カ
マ
サ
ワ
ゴ
ケ
、
サ
ヤ
ゴ

ケ
、
ホ
ソ
オ
カ
ム
ラ
ゴ
ケ
、
ナ
ガ
バ
ヒ
ツ
ジ
ゴ

ケ
、
コ
カ
ヤ
ゴ
ケ
、
ア
オ
ハ
イ
ゴ
ケ
、
オ
ニ
ヒ

ツ
ジ
ゴ
ケ
、
ト
ヤ
マ
シ
ノ
ブ
ゴ
ケ
、
ノ
ミ
ハ
ニ

ワ
ゴ
ケ
、
ヒ
ロ
ハ
ツ
ヤ
ゴ
ケ
、
コ
モ
チ
イ
ト
ゴ

ケ
、
ハ
イ
ゴ
ケ
（
以
上
蘚
類
）、
フ
ル
ノ
コ
ゴ

ケ
、
ジ
ン
ガ
サ
ゴ
ケ
（
胞
子
体
有
）、
ア
ズ
マ

ゼ
ニ
ゴ
ケ
（
以
上
苔
類
）、ニ
ワ
ツ
ノ
ゴ
ケ
（
ツ

ノ
ゴ
ケ
類
）。

　

平
成
25
年
度
に
「
吉
野
川
源
流-

水
源
地

の
森
」
の
基
礎
調
査
の
一
環
と
し
て
、
チ
ョ
ウ

類
の
調
査
を
３
回
行
い
ま
し
た
。
調
査
結
果
を

も
と
に
「
水
源
地
の
森
」
の
実
態
評
価
と
今
後

の
保
全
対
策
に
資
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
主
な
調
査
結
果
を
ま
と
め
ま
す
。

水
源
地
の
森
の
チ
ョ
ウ
は
48
種
に

　

調
査
全
体
で
８
科
28
種
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で

の
調
査
結
果
と

合
わ
せ
る
と
計

８
科
48
種
に
な

り
ま
し
た
。
確

認
種
の
多
く
は

森
林
性
の
種
で
し
た
。
ア
オ
バ
セ
セ
リ
・
ミ
ヤ

マ
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
・
ス
ギ
タ
ニ
ル
リ
シ
ジ
ミ
・

ミ
ス
ジ
チ
ョ
ウ
・
ヤ
マ
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
な
ど

は
山
地
性
の
種
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
奈
良
県

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
希
少
種
と
さ
れ
て
い

る
ミ
ヤ
マ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
、
ア
カ
シ
ジ
ミ
も

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ヤ
マ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
は
山
地
の
草
原
に

依
存
し
て
生
息
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ

ら
の
草
原
の
維
持
管
理
が
、
あ
る
程
度
、
生
息

に
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
な
ど
で
森
林
が
草
原

化
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

吉野川紀の川しらべ隊
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崩落する土砂で浅くなった川床

現地の「和歌山市民の森」モニュメント

下層植生が生育しはじめた林床 

和歌山市民による除伐作業

コケの授業もしました

さわり心地なども確かめました

アカシジミ

ミヤマチャバネセセリ

胞子体が旺盛に出ていたハリガネ
ゴケニワツノゴケ

吉
野
川
紀
の
川
し
ら
べ
隊

身
近
な
コ
ケ
を

　
　
　し
ら
べ
よ
う
！

身
近
な
コ
ケ
を

　
　
　し
ら
べ
よ
う
！

平
成

　年
度

「
吉
野
川
源
流
ー
水
源
地
の
森
」
の

  

保
全
事
業
に
関
す
る
環
境
調
査
結
果

25
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住所 奈良県吉野郡川上村宮の平
公益財団法人吉野川紀の川源流物語
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かけがえのない水を生む
源流の自然を愛し、源流を守り、育てる人です

集い、話し、遊び、学び、考え、触れ、交流し、
参加し、喜びを分かち合いながら、
源流を守り、育ててゆこうとする会です

郵便振替 00940-1-331163

個人
家族

2,000円
3,000円

学生
団体

1,000円
10,000円

水源地の森守募金
にご協力ください

もりもり

郵便振替 「水源地の森守募金」あて00950-2-331164

年会費

源流人
会とは

ともに源流学
を楽しみ学ぶ仲

間

を紹介ください

源流人
とは

ありがとうございました。
平成25年度、153,835円の森守募金をお預かりしました。
奈良県内すべてと、和歌山県内の紀の川流域市町村の小学

4年生全員に配布した教材印刷費や源流域での
斜面崩壊対策費用にあてさせていただきました。
今後ともご支援をよろしくお願いします。

7

発行日：平成26年7月発行

TEL：0746-52-0888
発行所：公益財団法人吉野川紀の川源流物語　森と水の源流館「表紙の写真：大滝ダム夕景」

源流のひとしずく源流のひとしずく 夏　第30号夏　第30号

　

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
か
ら
源
流
人
会

や
源
流
学
の
森
づ
く
り
に
参
加
し
た
い
人
を
対

象
に
し
た
見
学
会
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

源
流
学
の
森
づ
く
り
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
森
は
、
20
年
ほ
ど
前
に
伐
採
さ
れ
、
再
生
し

つ
つ
あ
る
天
然
林
（
二
次
林
）
で
す
。
川
上
村

に
は
、
他
に
、
手
つ
か
ず
の
原
生
林
「
吉
野

川
源
流
－
水
源
地
の
森
」
や
、

吉
野
林
業
５
０
０
余
年
の
技

を
今
に
伝
え
る
人
工
林
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
３
つ
の
森
林

を
見
な
が
ら
、
日
本
の
森
、

世
界
の
森
の
問
題
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

　

森
林
に
つ
い
て
の
数
字
を

い
く
つ
か
書
き
出
し
て
み
ま

す
。
地
球
全
体
の
陸
の
面
積
の
う
ち
約
30
％

が
森
林
で
す
。
日
本
の
面
積
の
う
ち
約
67
％
が

森
林
で
す
。
世
界
か
ら
森
林
が
減
る
速
さ
は
１

時
間
に
東
京
ド
ー
ム
お
よ
そ
１
７
８
個
分
で

す
。
日
本
の
木
材
自
給
率
は
約
20
％
で
す
。
森

林
の
多
面
的
・
公
益
的
な

機
能
、
例
え
ば
、
木
材
の

生
産
、
水
源
の
涵か
ん
よ
う養
、
土

砂
流
出
の
防
止
、
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
、
野
生
生
物

の
保
全
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
場
の
提
供
な
ど
を
貨

幣
換
算
し
た
場
合
、
平
成

13
年
日
本
学
術
会
議
の
答

申
に
よ
る
と
、
約
70
兆
円

に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
だ

け
で
も
な
ん
と
な
く
問
題

が
見
え
て
く
る
よ
う
な
、

こ
な
い
よ
う
な
…
と
い
っ

た
内
容
が
書
か
れ
た
森
と

水
の
源
流
館
作
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
っ
た
の
で
す

が
、
小
雨
交
じ
り
の
た
め
、

い
っ
た
ん
片

付
け
て
い
た

だ
き
、
ま
ず

は
原
生
林
と

伐
採
さ
れ
た

森
、
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
始
ま

る
川
の
合
流

点
に
立
ち
ま

し
た
。
一
方

は
大
き
な
岩

が
重
な
り
合

い
、
も
う
一

方
は
石
こ
ろ

が
積
み
上
が

り
、
川
原
の
様
子
の
違
い
は
一
目
瞭
然
で
す
。

伐
採
さ
れ
た
森
の
方
に
は
、
斜
面
が
崩
壊
し
た

箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
理

由
が
う
か
が
え
ま
す
。 

　

色
々
な
森
を
色
々
な
角
度
か
ら
見
て
気
づ
い

た
こ
と
考
え
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
森
づ
く
り

に
活
か
し
て
い
け
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ヤマビルちゃんも登場
参考：林野庁ホームページ　（http：//www.rinya.maff.go.jp/）

ヒカゲツツジは花期が短いので出会えてラッキー 明るい林床で出会ったヒトリシズカ

吉野林業の 500 年の歴史を今に伝える
約 300 年生の人工林

いつもきれいな水を流し続ける
吉野川源流−水源地の森

伐採跡地から見えるヒウラノ滝

まずは山の神にご挨拶

原生林伐採の影響で土砂が堆積した河原

源
流
学
の
森
づ
く
り

源
流
学
の
森
づ
く
り

見
学
会

見
学
会

４
月
　 日
（
日
）
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